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８．終末期がん患者さんが介護保険サービス利用で見つけ
た楽しみ
新井 薫?，笠原 孝次?，小池 昭雅?
（１ ＮＰＯ法人在宅福祉かんわケア大地
居宅介護支援事業所さくら介護支援専門員）
（２ (株）WE care訪問入浴介護）
（３ (株)アイ・ウィッシュデイプレイス
オリジン）
居宅介護支援事業所さくらは「緩和ケア」中でも癌に特
化した居宅として平成22年から4年間で361名 (内在宅
看取り281名)の癌患者さんに利用して頂いている.終末
期を自宅で過ごされる患者の多くが介護保険のサービスを
利用する事で,本人も家族も安心してより豊かな生活を
送っている.サービスは様々あるが,その中でも特に利用
者から「生きる楽しみを見つけた」と言われる事の多い,訪
問入浴とデイサービスを取り上げる.「お風呂と言う楽しみ
を見つけたから生きているのが辛くなくなった」そう言っ
た方がいる.浴室まで歩けない・疼痛や倦怠感・家族の不安,
入浴そのものを諦めている利用者も多い.清潔保持だけで
なく入浴には楽しみの要素も大きい.特に疼痛や浮腫の有
る利用者は身体が軽くなり苦痛から解放されると言う.
WE careでは,本人・家族が望めばどのような状態にあって
も対応している.まだ少数ではあるが,終末期でも対応し
てくれるデイがある.認知症を併発しているケースでは,
家族の介護負担は大きくその負担軽減の意味でもデイの利
用は有効だ.オリジンでは予後が数日単位であっても本人
が望むなら積極的に対応している.亡くなる前々日まで元
気通ってくれた利用者がいた.家では食事もほとんど摂れ
ず,寝てばかりだったが,デイでは他利用者と楽しそうに
話し,食事も平らげおやつも食べられた.わずか1ヶ月間
だったが,楽しみ・生きがい・居場所が提供できたと思う.
こういったサービスを安心して利用者が受ける為には医療
と介護の密な連携が必須となる.今現在の病状や家族の状
況等詳細な情報が常に共有出来ていなければ,安心して
サービス提供する事は出来ない.顔の見える信頼関係が
あってこそ,終末期がん患者さんとそのご家族のより豊か
な生活が支援できる.これからも,終末期がん患者さんに
多くの楽しみを提供できるチームケアを目指したい.
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【はじめに】 近年,在宅や施設での看取りは増加傾向であ
る.援助者が疲弊しバーンアウト等に陥ってしまっては,
ケアの質の維持も難しくなると考える.私は平成25年7
月初めて介護現場である現在の職に就いた.入居者の逝去
後,スタッフ同士あまりその事を話題にしない事に違和感
を覚えたが,語りかけていくと,各々は様々な思いを抱え
ている事がわかり,語り合う場が必要なのではと感じた.
そこで看取り後に振り返りを行う“偲びのカンファレンス”
を開始し,現在は必ず行う事が定着してきたので報告する.
【方 法】 当施設で逝去された3名の入居者の偲びのカン
ファレンス［議事録］［メッセージカード］［参加者の感想］
より内容分析を行った.【結果・考察】 20のカテゴリ
［ ］.32のサブカテゴリ.398のコードが形成された.［思
い出］［故人を取り巻く人々の関係性］［故人に伝えたい事］
［故人を取り巻く人々との関係性］［故人らしさの尊重］［ス
タッフの心情］スタッフは入居者との絆を育み,深い慈し
みの気持ちを持っている.スタッフにとっても入居者との
死別は喪失体験であり,予期悲嘆や悲嘆感情が表出されて
いた.また最期までケアできた事への前向きな感情があり,
次のケースへの意欲に繫がると考える.［看取りを通して得
たもの］［ケアの評価］カンファレンスは単なる反省会に終
わらず,前向きさが見られる.スタッフの心のケアややり
がいの持続に良い影響を与え,学びを言語化し共有する事
で,実践に繫がり易くなると考える.［看取り期の対応］症
状緩和の重要性,また穏やかな顔は家族のみならずスタッ
フの心も癒す事を再確認できた.［話しやすい雰囲気］の中
で気持ちを聴いてもらう事で［精神的負担の軽減］［チーム
ワークへの良好な影響］が期待され,［偲ぶ事に対する肯定
感］［癒される気持ち］から更に［今後につなげられる期待
感］に結びついている.
少数だが否定的な意見［感情表出する事への否定的な考
え］［陰性感情の増大］［参加する事の負担感］より,参加者
の準備やファシリテーション方法,個別的な対応の配慮等
が今後の課題である.
10．死別経験がもたらしたポジティブな内面的変容～在宅
で夫を看取った妻の語りより～
笛木 鮎子，小笠原一夫，福田 元子
京田亜由美 （緩和ケア診療所・いっぽ）
本研究は,事例を通して夫との死別が妻のその後の人生
に与えたポジティブな影響を明らかにしていくものであ
る.遺族の悲嘆反応は,死別の状況や故人との関係により
さまざまである.しかし死別が与える影響はネガティブな
ことばかりではない.先行研究によれば,死別経験は,人間
的成熟を促進させる場合があるとし,必ずしも心身の健康
を損なうものではないと報告されている.本研究の対象者
は,在宅緩和ケアを受け,家族が協力し悔いのない穏やか
な看取りを経験した女性である.このような死別経験が遺
族のその後の人生にどのようなポジティブな影響をもたら
しているのかを明らかにすることは,緩和ケアを行うにあ
たり,患者や家族へのスピリチュアルケア及びその後のグ
リーフケアにおいての一助になると考える.対象者は,癌
の夫と死別した60歳代の女性である.調査においては倫
理審査の承認を受け,対象者には書面と口頭により同意を
得た.半構成的面接によりインタビューを行い,得られた
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